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天文學興隆の新機運と二つの提唱
　近点，我が同勢の進展と共に，天文學界にも新しい機蓮が起りつSあるの
は喜ばしV・ことである・
　昨年以來，生駒山上が天文台建設地として囑目され，花山天文豪と大話電
三番吐と何れからも之が調査研究に歩を進め，去十一月中旬には，富者の合
意によゆ，試みに獅子座流星の観測が三夜にわたって言行せられた結果，地
勢や，大氣の島回など彰々有望硯されるに至ったので，京大側も大虚側も，
今年初以來，いよいよ本格的に痴れが具応化への段取りを進めることNなっ
た，此の事は，イチ早く去る一月18日の大阪朝日新聞紙上に花々しく磯表さ
れて，世人を驚かしたが，四月26日には愈々大面會耐：の重役會議に於いて天
文墓の建設と京都帝大への寄附とが決議された．其の後も一門的の面謁は着
々進卜してみる、何れ出れは近いうちに正式な天文塵新設の形式として決定
公表されることN思ふが，今までに大略申し合はされたところでは，之れは
太陽の研究を主とし，殊に其の宇宙的，人生的意義の求明に杢力をそSぐと
共に，之れの直接關係事噴として近畿李野のための高層氣六親測が加へられ
ることNし，尚ぼ一方に於いて，良好なる大氣を利用して，天治（殊に太陽
系の諸遊星）の爲眞研究が面当せられ，更に叉此の山上への交通の利便があ
るのを利用して，瀧會大衆の間に天文心象に幽する基礎知識の普及を徹底す
るための部門が加へられるらしい計書である．從って，此等の計書が其艦化
するに至る揚合には，最も適用的な天文地象の研究と，天文による理論思想
普及と，コ方面に於いて，實に劃期的のものとなるだろうと豫期せられる．
　第二は，大阪に於けるプラネタリウム建設の計書である．そもそも之れは
先年來，大阪市電氣局が計書し，口下，市内四つ橋に建設中のピ電氣科學館「
の設備並びに内容に適する諸方面の槽威者の座談會が去る四月二日に大阪新
ホテルに於いて開催された時，列席の山本一清博士から提言されたものであ
る．一灘ユ926年以來，欧米各國に漸次檜設され，今や學術普及上に重要なる
インススチチウシヨンと認められつNあるプラネタリウムについては，我が
山本博士が日本に於いて最初に共の憤値と敷果とを推賞紹介され，例へば
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L天界「には第74號（昭和2年5月號）に可なり詳細な解説が掲げられたばかりで
なく，同論124號及同141號には共の最：近数が記され，叉・第150號以下には
博＝トが第二周渡米のみぎり，實地にシカゴのプラネタリウムを見回された時
の記事などがあり，爾ほし晶晶知識「の昭和六年八月號にも同博士の趣味ある
解説文が掲げられてあるなど，山本博士が此の新時代に相懸しV・訟訴普及機
關の我が邦國に新設される熱望を有せられる事は，可なり以前からであるの
で，上記の座談會の席上で，博・七はかねて用意された材料と熱辮とにより素
面者諸氏に訴へられたところ，果して此の聲は満面の注意と興味とを換起し，
軍部や杜會教育家，露虫家，論者，精神指導家，實業家，市理事者，新聞人
等，あらゆる人々の絶萱を博し，期せずして二藍にLプラネタリウム建設期
成會nの形となり，早速共の一行委員が若干名品げられる勢ひとなった．大
阪市の官民間には，其れ以來，熱心に此の問題が研究せられ，海外に於ける
プラネタリウムの経螢に關する資料等も集められ，建設に關する諸方面の調
査も急速に進展しつNある歌況である・最近には更に：叉去る四月17日午後，
大阪市電氣局主催の市議議員招待會に山本博士も特に招かれ，約一時間にわ
たり，幻燈を使用しつN，プラネタリウムの構造と其の敷島等を詳細に講演
された．此の席には，わざ一々加々美市長も見え，主客合計百二十名，皆學
識と榮轡ある有力者であって，博士の提唱には満場大拍手で畳意を表した択
第であった．超えて，去る五月17日tcは此の案が市電氣局から市會議場に提
出せられ，局長より提案の説明があった後，特別委員の調査附託となった．
此の委員倉には山本博士も出席されて，充分な解説を試みられる筈である．
此の勢ぴであるから，之れも近いうちに建設案決定の快報に接する日が來る
ものと期待される．
　共の他，未だ此所に獲表する時期に至らない新計書も二つ三つある由であ
るから，今1935－6年忌，かねてから警戒され’てるたし邦家の二期■であるとい
ふやうな心配氣分は吹き飛ばされて，むしろ天文界のkめには實に喜ばしい
ニユスに満ちた新時機となるだろうと思はれる．
　從って，此の際，特に若き有望の新天文研究者の多く輩出せられ，此の機
運rこ乗ぜられんことを所る次第である・（編輯）
